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はじめに 

 

指標生物とは… 

  ● 水の中から得られた生き物を用いて水のきれいさを測る際に、基準にされる水生生物。 

  ● 例として、ヘビトンボやコオニヤンマ（いずれも幼虫） 

 

動機 

神戸市の様々な河川に生き物を取りに行くと、水生昆虫の種類が多い河川と少ない河川などの違い

があった。そこから河川に違いがあるのではと思ったので調査した。 

 

研究目的 

 水生昆虫の種類の多さと指標生物を用いてそれぞれの河川の違いを知るため。 

 

調査方法 

期間：2024年 5-8月 

場所：神戸市内の下図の河川 

方法：汽水に住まない水生昆虫をたも網を使い可能な限り広範囲で調査した。 

なお住吉川、石井川は部活動中に捕まえた生き物を記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 河川の位置と名称(採集地点ではない) 



 

 

 

結果 

表 1 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. コオニヤンマ幼虫は、河川によって個体数に大きな変化があった。 

2. ホ ン サ ナ エ や ヒ メ タ イ コ ウ チ な ど の 兵 庫 県 絶 滅 危 惧 種 が 見 ら れ た 。                                                  

⇒ ヒメタイコウチに関しては中央区で唯一の分布が確認された。 

 

 

考察 

 

 結果 1より、河川によって水生昆虫の個体差は大きく変化する。 

 結果 2より、神戸市には珍しい水生昆虫が住める良い環境であると言える河川が存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 指標生物の例 

 

また、この図 2のような指標生物を見ると水生昆虫の種類が「きれいな水」には多かったことから、 

水生昆虫の種類が多い河川は、水質がよいと考えた。 



 

 

 

結論 

 

 ● 神戸市には珍しい水生昆虫が住める良い環境であると言える河川が存在する。 

 ● 水生昆虫の種類が多い「宇治川下流」は、今回調査した河川の中で最もきれいな水であると 

いえる。 
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また、今回調査して発見した生物の画像をウェブサイトにアップしました。 

以下のリンクでアクセス可能です。 

https://sites.google.com/view/suiseikontyugazou/%E3%83%9B%E3%83%BC 

エンコードされた文字列は“ホーム”としてもかまいません。 
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